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キーワード ― 主観，客観，「やりくり」の材料 
 
Abstract — In pursuing an atypical solution or a solution without a definitive solution, 
the knowledge and abilities acquired up to that point are a part of the factors that enable 
versatile attitude and active behavior. This principle also applies to studying Japanese 
language courses. During the early stages of classes of Japanese this year, I have got 
good responses from the students when I taught "reading" by incorporating perspectives 
of "subjective" or "objective". This experience makes me hypothesize "reading" and 
"writing" sentences focusing on a “subjective or objective” perspective is useful as one 
of the knowledge and abilities that should be acquired in advance in order to promote 
flexible "self-managing in daily life". I practiced classes from the viewpoint of 
"subjective / objective", and discuss effect of the classes based on the reaction of the 
students to the classes. 
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2.  言葉の意味 






































































































































ひきょうか〔  〕  ・吟味された言葉
〔 〕 ・幸せなスピード〔 〕 ・クリ











































○：64.8% ×： 5.5% △：28.9% 
「逃げることは，ほんとにひきょうか」説明 
○：83.6% ×： 6.3% △： 9.4% 
「吟味された言葉」随想 
○：61.7% ×： 7.8% △：29.7% 
「幸せなスピード」随想 
○：64.1% ×：15.6% △：19.5% 
「クリスマスの仕事」小説 
○：56.3% ×：14.8% △：28.1% 
「短歌十五首」短歌 
○：46.1% ×：28.9% △：25.0% 
「父のようにはなりたくない」小説 
○：82.0% ×： 4.7% △：28.9% 
「源平争乱の歴史語り－平家物語」古文 
○：18.0% ×：46.9% △：34.4% 
「人の世と心のスケッチ―徒然草」古文 
○：31.3% ×：25.8% △：43.0% 
「論語」漢文 











やすくなる。」          …53.9% 
「登場人物の気持ちや，筆者の言いたいことが
はっきりする。」         …35.9% 
「誰の思いか，何を言おうとしているか等文章



















やすくなった。」        … 9.4% 
「文章を読むのがおもしろくなった。」 
… 1.6% 
「変化がない。分からない。」 
…10.2% 
「主観・客観」の視点が意識の中に入ること
で，国語の授業に限らず，思考の方法に「多面
的」で「深み」が生まれてきているように見え
る。少なからず良い影響が出ていると言えるの
ではなかろうか。 
 
5. まとめ 
 物事を思考・判断・表現する際，「主観・客
観」の視点を意識することは，有効な一要素と
なると考えられる。そして，それは「やりくり」
をするうえで，重要な事項であるとも言えよう。 
今回集めたデータは客観性が少々不足して
いるという点は否めない。しかし，生徒の記述
による回答に，多くの肯定的意見が見られたこ
とで十分有用性があると言えるものと考えて
いる。 
 今後の課題としては， 
・「客観」の正しい捉えさせ方 
・「主観・客観」の意識の浸透方法 
・古文・漢文での「主観・客観」の視点 等 
まだ克服していくべきことがあるので，これら
は引き続き実践において推し進めていきたい。 
 
6. 追記 
 1月現在，「走れメロス（太宰治）」を題材と
して授業実践を行っている。「メロスは勇者か」
という解のない解を探求しているのであるが，
既に数人の生徒から「主観的に見るのと，客観
的に見るのとでは答えが変わるので迷ってし
まう。」というような感想を聞いている。 
 まさに「やりくり」真っ最中の生徒の姿が教
室にはある。 
 
